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住
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
で

　「
地
域
力
の
向
上
」を
目
指
し
ま
す

【
平
成
24
年
度
の
町
政
運
営
】

　

揖
斐
川
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
人
口
減

少
に
よ
る
町
の
活
力
や
集
落
機
能
の
維

持
・
向
上
、
東
日
本
大
震
災
や
集
中
豪
雨
、

雪
害
を
教
訓
と
し
た
地
域
の
防
災
力
向
上
、

森
林
や
農
地
の
荒
廃
の
未
然
防
止
、
多
様

化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
の
対
応
と
い
っ
た
、

課
題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
24
年
度
に
お
い
て
は

「
住
民
協
働
に
よ
る
地
域
力
の
向
上
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
、「
自
助
・
共
助
に
よ
る

地
域
防
災
力
の
向
上
と
国
・
県
・
町
が
連

携
し
た
公
助
体
制
の
強
化
」、「
移
住
定

住
・
少
子
化
対
策
に
よ
る
元
気
な
ま
ち
づ

く
り
」、「
ぎ
ふ
清
流
国
体
・
ぎ
ふ
清
流
大

会
、
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
を
通
じ
た
地
域

の
魅
力
ア
ッ
プ
」、「
環
境
保
全
と
地
域
経

済
活
性
化
の
推
進
」、「
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
生
活
基
盤
の
整
備
と
多
様
な
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
」
の
５
つ
の
柱
を
重
点
施

策
と
し
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
に

よ
り
各
種
事
業
を
進
め
、
将
来
に
わ
た
っ

て
持
続
可
能
な
、
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

平
成
24
年
度
重
点
施
策
の
概
要

【
自
助
・
共
助
に
よ
る
地
域
防
災
力
の

向
上
と
国
・
県
・
町
が
連
携
し
た

公
助
体
制
の
強
化
】

　

昨
年
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
や
台
風

12
号
、
15
号
、
集
中
豪
雨
な
ど
の
広
域
的

な
被
害
が
発
生
し
た
災
害
を
教
訓
に
、
あ

ら
ゆ
る
災
害
に
対
し
、
地
域
に
お
け
る
防

災
力
の
向
上
を
図
り
、
地
域
住
民
と
連
携

し
た
「
防
災
・
減
災
」
施
策
を
進
め
ま
す
。

　

地
域
防
災
体
制
の
充
実
と
し
て
、
防
災

の
基
本
と
な
る
「
地
域
防
災
計
画
」
の
改

定
と
、「
業
務
継
続
計
画
」
の
策
定
を
国
・

県
の
指
導
、助
言
を
得
な
が
ら
進
め
ま
す
。

　

新
た
な
地
域
の
自
主
防
災
力
の
基
盤
強

化
と
し
て
、
孤
立
の
恐
れ
の
あ
る
集
落
へ

の
衛
星
携
帯
電
話
の
配
備
や
、
い
び
が
わ

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
る
緊
急
防
災
情
報
の
提

供
を
実
施
し
ま
す
。　

　

ま
た
、
東
海
、
東
南
海
地
震
、
直
下
型

と
い
っ
た
大
規
模
地
震
の
発
生
が
懸
念
さ

れ
る
中
、
施
設
の
耐
震
化
は
不
可
欠
で
あ

り
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
や
耐
震
補
強

に
対
す
る
助
成
を
拡
充
す
る
ほ
か
、
本
年

度
は
、
避
難
所
と
な
る
集
会
施
設
の
耐
震

化
、
地
域
に
お
い
て
、
公
助
に
よ
る
防
災

拠
点
と
な
る
振
興
事
務
所
の
耐
震
診
断
を

実
施
し
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
で
安
心
し
て
生

活
す
る
た
め
の
、
安
全
対
策
に
つ
い
て

は
、
登
下
校
時
の
安
全
確
保
の
た
め
の
学

校
安
全
サ
ポ
ー
タ
ー
、
高
齢
者
の
方
の
緊

急
通
報
用
の
電
話
機
の
購
入
を
継
続
す
る

ほ
か
、
降
雪
時
に
安
全
な
通
行
が
で
き
る

よ
う
、
小
型
除
雪
機
の
購
入
助
成
を
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
各

地
域
間
を
結
ぶ
道
路
整
備
に
つ
い
て
も
、

都
市
計
画
道
路
を
は
じ
め
、
年
間
を
通
じ

て
安
全
に
走
行
で
き
る
よ
う
改
良
整
備
を

行
い
ま
す
。

【
移
住
定
住
・
少
子
化
対
策
に
よ
る

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
】

　

町
の
活
力
や
集
落
機
能
の
維
持
・
向
上
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の
た
め
「
住
み
続
け
る
こ
と
」「
移
住
す

る
こ
と
」
に
、
魅
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

移
住
・
定
住
対
策
と
し
て
、
脛
永
町
営

住
宅
の
整
備
、
住
宅
建
設
・
改
修
に
対
す

る
助
成
制
度
、
新
築
家
屋
に
対
す
る
固
定

資
産
税
の
減
免
を
継
続
す
る
ほ
か
、
本
年

度
は
、
民
間
企
業
に
よ
る
賃
貸
・
分
譲
住

宅
の
建
設
、
宅
地
開
発
に
関
す
る
支
援
、

利
用
者
へ
の
家
賃
補
助
等
を
実
施
し
、
定

住
化
の
基
礎
と
な
る
、
幅
広
い
住
宅
施
策

を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
外
か
ら
の
移
住
を
促
進
す

る
「
移
住
・
定
住
、
田
舎
暮
ら
し
体
験
」

の
拡
充
や
、「
地
域
お
こ
し
が
ん
ば
り
隊
」

の
町
単
独
設
置
を
行
い
、
移
住
定
住
の
促

進
に
併
せ
て
、
地
域
活
力
の
向
上
に
も
努

め
ま
す
。

　

少
子
化
対
策
と
し
て
は
、引
き
続
き「
不

妊
治
療
費
助
成
事
業
」、「
す
こ
や
か
ベ
ビ

ー
祝
い
金
」、
中
学
卒
業
ま
で
の
「
医
療

費
の
無
料
化
」
な
ど
経
済
的
負
担
の
軽
減

や
、
子
育
て
に
関
す
る
ト
ー
タ
ル
的
な
支

援
施
策
を
実
施
す
る
ほ
か
本
年
度
は
、
き

よ
み
ず
幼
児
園
の
改
築
を
実
施
し
ま
す
。

【
ぎ
ふ
清
流
国
体
・
ぎ
ふ
清
流
大
会

い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
を
通
じ
た

地
域
の
魅
力
ア
ッ
プ
】

　

今
年
は
、
47
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る
国

体
や
25
回
目
の
節
目
を
迎
え
る
い
び
が
わ

マ
ラ
ソ
ン
は
、
町
の
魅
力
を
全
国
に
発
信

す
る
絶
好
の
機
会
で
す
。

　
「
ぎ
ふ
清
流
国
体
・
ぎ
ふ
清
流
大
会
」

に
つ
い
て
は
、
大
会
に
向
け
、
競
技
会
場

の
整
備
、
町
民
運
動
の
盛
り
上
げ
、
民
泊

の
推
進
を
行
い
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
一
体

と
な
っ
て
、
様
々
な
取
組
み
を
展
開
し
ま

す
。

25
回
目
を
迎
え
る「
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
」

に
つ
い
て
も
、
国
体
か
ら
続
く
一
つ
の
節

目
と
し
て
、
内
容
の
充
実
を
図
り
、
全
国

か
ら
集
う
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
が
、
思
い

出
を
お
土
産
と
し
て
持
ち
帰
り
、
揖
斐
川

町
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
た
く
な
る
大

会
と
す
る
た
め
「
お
も
て
な
し
の
心
」
で

迎
え
、
参
加
者
が
安
全
で
快
適
に
す
ご
せ

る
取
り
組
み
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
や
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
り
進

め
ま
す
。

【
環
境
保
全
と地

域
経
済
の
活
性
化
推
進
】

　

本
町
の
森
林
や
農
地
、
河
川
等
の
恵
ま

れ
た
自
然
環
境
を
将
来
に
わ
た
り
享
受
で

き
る
よ
う
す
る
た
め
に
は
、
保
全
施
策
と

と
も
に
地
域
の
活
力
、
地
域
経
済
の
活
性

化
も
、車
の
両
輪
の
ご
と
く
必
要
で
あ
り
、

自
然
環
境
の
保
全
と
併
せ
て
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
活
用
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
推
進
し
、
地

域
活
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
森
と
水

環
境
の
保
全
の
た
め
、
森
林
整
備
活
動
や

農
業
集
落
排
水
事
業
な
ど
を
継
続
す
る
ほ

か
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
林
地
残

材
の
搬
出
を
促
進
す
る
た
め
の
地
域
通
貨

券
を
発
行
す
る
ほ
か
、
そ
の
林
地
残
材
な

ど
を　

燃
料
資
源
と
し
て
活
用
す
る
「
木

質
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
」の
購
入
費
補
助
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
と
し
て
、
小
水

力
発
電
に
続
き
「
住
宅
用
太
陽
光
発
電
」

の
設
置
に
対
す
る
補
助
を
実
施
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
始
ま
る
森
林
・
環
境

税
に
つ
い
て
は
、
き
よ
み
ず
幼
児
園
の
改

築
や
バ
ス
待
合
所
の
整
備
工
事
、
河
川
清

掃
や
環
境
学
習
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

　

地
域
経
済
の
活
性
化
推
進
に
つ
い
て

は
、
農
業
の
活
性
化
と
し
て
、
鳥
獣
被
害

対
策
や
営
農
機
械
の
助
成
を
継
続
拡
充
す

る
ほ
か
、
耕
作
者
の
経
営
負
担
の
軽
減
を

は
か
る
戸
別
所
得
補
償
経
営
安
定
推
進
事

業
や
、
担
い
手
対
策
と
し
て
新
規
就
農
者

へ
の
給
付
金
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

商
工
業
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
好
評

を
い
た
だ
い
て
い
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
の
発
行
や
、
中
小
企
業
融
資
、
勤
労
者

へ
の
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

【
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

生
活
基
盤
の
整
備
と

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
】

　

医
療
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
文
化
活
動
な

ど
へ
の
参
加
機
会
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、子
ど
も
た
ち
が
伸
び
伸
び
と
学
べ
る
、

学
習
環
境
の
充
実
を
図
り
、
住
民
の
皆
さ

ん
が
「
住
み
続
け
た
い
」
と
実
感
の
で
き

る
生
活
環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
、
生
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
生
活
基
盤
の
整
備
と
し
て
、

各
種
健
診
や
予
防
接
種
、
介
護
予
防
事
業

な
ど
を
継
続
す
る
ほ
か
、
本
年
度
は
、
揖

斐
厚
生
病
院
の
高
度
医
療
機
器
導
入
助
成

や
、
診
療
所
の
医
療
機
器
の
購
入
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
リ
フ
ト
バ
ス
の
購

入
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
文
化
活
動
の
充

実
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
参
加

す
る
文
化
団
体
へ
の
支
援
や
、
文
化
会
館

の
用
地
購
入
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

教
育
環
境
の
整
備
と
し
て
、
幼
児
園
、

小
中
学
校
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
配
置
し
て
外
国
語

指
導
を
行
う
ほ
か
、
国
際
感
覚
を
養
う
海

外
派
遣
や
、
県
外
派
遣
も
、
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。
地
域
と
の
連
携
を
軸
に
特
色

あ
る
学
校
づ
く
り
を
継
続
す
る
ほ
か
、
本

年
度
は
、
児
童
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
し

て
、
小
学
校
に
も
ス
ク
ー
ル
相
談
員
を
配

置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
の
施
設
整
備
に
つ
い

て
は
、
谷
汲
小
学
校
の
プ
ー
ル
建
設
に
着

手
し
ま
す
が
、
安
心
し
て
授
業
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
施
設
整
備
と
し
て
、
北
和

中
学
校
体
育
館
の
大
規
模
改
修
、
清
水
小

学
校
体
育
館
の
耐
震
化
工
事
、
北
方
小
学

校
・
谷
汲
中
学
校
北
舎
の
耐
震
化
工
事
に

つ
い
て
も
、
平
成
24
年
度
内
の
完
成
に
向

け
、
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
も
、
揖
斐
川
町
第
１
次
総
合
計

画
後
期
基
本
計
画
に
町
の
将
来
像
と
し
て

掲
げ
た
「
自
然
と
歴
史
が
育
む
ふ
れ
あ
い

と
活
力
の
あ
る
健
康
文
化
都
市
」
の
実
現

に
向
け
、
住
民
協
働
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
に
は
、一
層
の
御
理
解
・

御
支
援
・
御
協
力
を
賜
り
ま
す
こ
と
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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平成２４年度　揖斐川町重点施策
平成２４年度の揖斐川町の重点的な施策をお知らせします。

【自助・共助による地域防災力の向上と国・県・町が連携した公助体制の強化】　９億５，６６８万１千円
　東日本大震災からの教訓や、集中豪雨、雪害といった、あらゆる災害に対して地域における防災力の向上を図り地域住民
と連携した「防災・減災」を実施します。
　（1）地域防災体制の充実　１億６，２７４万８千円

区分 事業名 概要

新規
防災対策事業

地域防災計画策定、業務継続計画策定

拡充 災害対策用非常食の購入など

継続 女性消防団員活動事業 女性防火クラブの活動費

継続 各種防災訓練等実施事業 町総合防災訓練・水防訓練等の実地

拡充 避難所案内看板設置事業 分かりやすい避難所の明示として、看板を設置

拡充 公民館施設修繕事業 各地区公民館の耐震計画、修繕など

新規 地域防災力向上支援事業 集落へ衛星携帯電話を配置

継続 緊急通報装置設置事業 緊急通報用電話機の購入

継続 治山対策・県単急傾斜地崩壊対策事業 治山対策事業、県単急傾斜地崩壊対策経費

拡充 ハザードマップ作成事業 土砂災害ハザードマップ、ため池防災マップの作成

新規 揖斐川町地域情報事業 いびがわチャンネルによる緊急防災情報の提供

拡充
消防活動備品購入事業

消防ポンプ自動車、小型動力ポンプ１台購入

継続 消防訓練服等の購入、消火用ホースの購入

継続
消防施設整備事業

防火水槽修繕、消火栓ボックス設置など

拡充 ４サイクル船外機購入

新規 公共施設消防用設備備品購入事業 消火器、屋内耐圧ホース購入

拡充 防災行政無線運営経費 防災無線局の管理「スピーカー増設」など

新規 デジタル防災行政無線設置整備事業 防災行政無線のデジタル化

　（2）耐震化の推進　８，７９１万７千円

区分 事業名 概要

継続 建築物等耐震化促進事業 木造住宅耐震診断や耐震補強に対する助成

新規 振興事務所改修事業 各振興事務所の耐震診断

新規 避難所集会施設耐震補強事業 避難所となっている集会施設の耐震化

拡充 橋梁耐震化事業 谷汲山大橋耐震補強負担金

　（3）安全対策　１，２７６万６千円

区分 事業名 概要

新規 小型除雪機購入費補助事業 小型除雪機購入に対する補助

継続 防犯事業 地区管理防犯灯への電気料等補助の実施など

継続 学校安全サポーター事業 地域防犯パトロールの実施

継続 交通安全対策経費 交通安全啓発経費

　（4）災害に強い道路整備　６億９，３２５万円

区分 事業名 概要

継続 町道整備

道路新設改良費

道整備交付金事業費

活力創出基盤整備総合交付金事業費

道路維持補修工事費

交通安全施設修繕事業費

拡充 国道・地方特定道路 県単土木事業負担経費

継続

農道整備

町土地改良事業費（農道）

拡充 中山間総合整備事業

拡充 県単土地改良事業

継続
林道整備

公共林道整備事業

県代行林道事業

林道維持管理事業

山のみち地域づくり交付金林道事業

拡充 県単林道整備事業
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【移住定住・少子化対策による元気なまちづくり】　１４億５，９２６万円
　人口減少による町の活力や、集落のコミュニティ機能の維持・向上を図るために、住み続けること、移住することに魅力
が感じられる地域づくりを推進します。
　（1）移住定住対策　７億４，２４０万２千円

区分 事業名 概要

継続 定住促進事業
定住促進奨励金（町内に新築住宅建設者または購入者に最大３０万円の助成）
住宅改修の助成（１戸当たり最大５万円の助成）
固定資産税の減免措置

拡充

公営住宅整備事業

永町営住宅建築工事

拡充 公営住宅修繕費

拡充 特定公共賃貸住宅管理費

継続 産直住宅日本一推進事業 県産材を使用し、「いびがわの家」に認定された家屋に、床下調湿炭を提供

拡充 移住・定住田舎暮らし推進事業 県外からの移住定住の促進

新規 過疎地域集落活性化対策事業 地域おこしがんばり隊の町単独での継続

新規 移住支援事業 民間が建築する住宅、空き家住宅の活用に助成を実施

継続 養老鉄道対策事業 養老鉄道の運営費助成の実施

継続 樽見鉄道対策事業 樽見鉄道の運営費助成の実施

継続 コミュニティバス運行事業 揖斐川町コミュニティバス（地帯性ワンコインバス）の運行

新規 コミュニティバス施設整備事業 バス待合所整備工事【森林・環境税充当事業】

継続 養老鉄道揖斐駅周辺施設管理事業 養老鉄道揖斐駅周辺整備事業

継続 揖斐川町地域情報事業 放送通信ネットワークの運営

　（2）少子化対策　７億１，６８５万８千円

区分 事業名 概要

継続 不妊治療助成事業 不妊治療費の助成（１人 10 万円助成）

継続 妊婦健康診査事業 妊婦健診を 14 回助成

継続 すこやかベビー祝い金事業 出産時１人につき５万円の助成

継続 乳幼児健診事業

乳児聴覚検査助成事業

１歳６か月、３歳、乳児健診事業

巡回歯科保健事業

継続 母子教室等事業 母子教室、母子相談

継続 幼稚園就園奨励・奨学激励事業
幼稚園就園奨励費（奨励対象者４歳、５歳）

奨学激励金

継続 子どものための手当支給費 子どものための手当の支給

新規
子育て環境改善事業

きよみず幼児園の改築【森林・環境税充当事業】

継続 各保育園の施設等改修

継続 児童生徒医療支給事業 中学生卒業まで医療費の無料化を実施

【ぎふ清流国体・ぎふ清流大会やいびがわマラソンを通じた地域の魅力アップ】　１億７，６２４万９千円
　大会の気運の一層の盛り上げと、円滑な運営を進めるとともに「おもてなしの心」で選手等をお迎えし、住民との協働に
よる事業展開により、地域の魅力アップを図ります。
　（1）ぎふ清流国体・ぎふ清流大会　１億４，９６８万９千円

区分 事業名 概要

新規

競技会場の整備
国体カヌー競技会場施設整備事業（カヌー会場整備）

カヌー倉庫整備事業

各競技の運営

ぎふ清流国体ソフトボール、カヌー競技実行委員会補助金

ぎふ清流国体グランドソフトボール、デモスポ競技実行委員会補助金

国体カヌー競技運営事業（記録計測業務など）

国体ソフトボール競技運営業務

障害者ゴルフ大会開催経費

国体啓発・民泊の推進

ぎふ清流国体揖斐川町実行委員会補助金

国体啓発花壇整備事業

国体関連施設修繕事業（公民館調理室修繕工事）

大会に向けた町民運動の盛り上げ 国体町民運動事業（応援バス運行経費）

継続 住民気運の盛り上げ
揖斐川町スポーツ交流フェスティバル　高等学校女子ソフトボール選抜いび川大会開催補助金

実業団女子ソフトボール１部リーグ開催補助金
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　（2）いびがわマラソン　２，６５６万円
区分 事業名 概要

拡充 いびがわマラソン負担金 いびがわマラソン負担金

継続 観光誘客施設整備等事業 町内施設案内看板設置等

【環境保全と地域経済活性化の推進】　５億３，６１３万４千円
　森林や農地、河川の環境保全と併せて、自然エネルギー利活用に取り組むとともに、地域経済の活性化を推進し、地域の
活力の向上を図ります。
　（1）自然環境の保全　３億３，１８１万６千円

区分 事業名 概要

継続 ごみ減量化事業 生ゴミ処理機、堆肥化装置補助金、集団回収事業等補助金など

継続 公害対策経費 河川水質検査等

拡充

自然環境保全事業

農地・水・農村環境保全向上活動支援事業

農業集落排水事業会計繰出金

特定環境保全公共下水道整備事業

継続
合併浄化槽の設置補助

間伐、除伐、枝内、作業道修繕など森林管理費

新規

住民ボランティアによる河川清掃廃棄物処理委託料【森林・環境税充当事業】

太陽光発電システム設置に対する補助金の交付

林地残材搬出促進事業

木質ペレットストーブ購入補助事業

道の駅木質ペレットストーブ設置工事

継続 野外活動等事業 小学校野外活動事業経費【森林・環境税充当事業】

継続 揖斐川水源地域ビジョン推進事業 徳山ダム周辺の施設や自然を利用した、下流域の住民との交流促進

　（2）地域経済の活性化　２億４３１万８千円
区分 事業名 概要

継続 有害鳥獣防止対策事業費 狩猟免許取得補助、防止柵設置、くくりわな購入助成などの、有害鳥獣対策負担金

拡充 ぎふクリーン農業生産流通総合整備事業 県単集団営農機械導入補助

継続 特産品振興事業 特産品振興経費（苗等購入助成外）

継続 特産品販売促進事業 地域特産販売促進支援

新規 戸別所得補償経営安定推進事業 面積に応じた、農地集積への協力費

継続 戸別所得補償制度推進事業 水田農業推進協議会補助金

新規 新規就農総合支援事業 就農者に対する給付金

継続 農産物地産地消推進事業 地産地消推進事業

継続 中山間地域等直接支払事業 中山間地域等直接支払事業

継続 谷汲らくらく参道バス運行事業 谷汲らくらく参道バス運行経費

継続 中小企業・勤労者支援事業 中小企業・勤労者支援経費の実施

継続 商工会支援事業 商工会運営支援及び、イベント事業への補助

拡充 商業活性化事業 プレミアム付商品券発行など商業活性化事業

継続 揖斐川町観光連盟補助事業 特産市開催経費、徳山ダム号経費等の助成

拡充 観光誘客設備整備等事業 観光宣伝費など

【地域で安心して暮らせる生活基盤の整備と多様なサービスの充実】　９億９，６９５万５千円
　医療や福祉サービス、多様な文化活動への参加機会の充実や子どもが伸び伸びと学べる学習環境の整備など、住民が住み
続けたいと実感できる生活環境の整備を進めます。
　（1）医療環境の整備　９，１５０万７千円

区分 事業名 概要

継続
健診等予防事業

健診事業（結核検診等の実施）

予防接種事業（ヒブワクチン等各種予防接種の実施）

子宮頸がん等ワクチン接種事業

任意予防接種事業（おたふくかぜ、水ぼうそう、高齢者肺炎球菌）

健康増進事業（健診啓発等の実施）

拡充 がん検診（子宮がん、乳がん、大腸がん検診）

新規 地域医療確保事業 揖斐厚生病院医療機器導入助成、寄付講座事業補助

新規 医療施設整備事業 超音波画像診断装置購入（坂内診療所）、低周波治療器購入（谷汲診療所）
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　（2）福祉環境の整備　５，８５２万１千円

区分 事業名 概要

継続
老人福祉施設整備事業

山びこの郷改修工事など

新規 春日デイサービスセンター浴槽修繕費、谷汲デイサービスリフトバス購入

継続 地域生活支援事業 各種支援事業や高齢者、障害者の住宅改修助成など

継続 高齢者生きがい事業

老人クラブ活動助成

長寿者褒章事業費

外国人高齢者福祉金

老人福祉事務費

福祉バス運行事業

敬老会開催事業

　（3）住民の健康づくり　５，４３５万９千円
区分 事業名 概要

継続 町民健康づくり事業

食生活改善事業

フリーマラソン開催事業

スポレク祭開催事業

スポーツ・健康教室事業

トレーニングルーム維持管理経費

トレーニングルーム運営費

健康広場管理運営費

地域支援介護事業

　（4）教育環境の充実　５億１３万４千円

区分 事業名 概要

新規 小学校学校施設環境改善交付金事業 谷汲小学校プール建設工事

拡充 学校施設整備事業
小学校施設修繕事業

中学校施設修繕事業（谷汲中のテニスコートをオムニコートに改修）

継続 図書館施設整備事業 図書館施設整備及び図書購入

拡充 給食センター維持管理費 給食センターの排水処理施設の修繕工事

継続 外国人語学講師招致事業 外国人語学講師５名による指導の実施

継続 小中学生海外・県外派遣事業
中学生のセントジョージ派遣

小学生県外派遣

継続 学校教育指導員設置事業 指導員による学校教育活動の指導助言の実施

継続 少人数指導員設置事業 多人数のクラスに複数の教員を配置する

継続 図書館コーディネーター設置事業 学校図書館の環境整備、児童生徒の読書活動の助言

新規 小学校スクール相談員設置事業 相談員による小学生のメンタルヘルスの実施

継続 中学校スクール相談員設置事業 相談員による中学生のメンタルヘルスの実施

継続 学童保育事業 学童保育の実施

継続 要保護・準要保護生徒就学援助金 要保護生徒就学援助金

拡充 特別支援教育就学奨励費 特別支援教育就学奨励費

継続
教材備品購入事業

ブラスバンド楽器購入など

拡充 中学校教科用図書の改訂

　（5）文化活動の充実　２億９，２４３万４千円

区分 事業名 概要

拡充 文化会館建設事業 用地購入、実施設計

継続 文化財保護事業 芸やま修繕及び、各地区無形文化財等伝統芸能保存育成助成の実施

拡充 文化団体等育成事業 町内各種文化団体等への助成及び舞台発表等の開催事業費

継続 特色ある地域づくり事業 各地域の特色ある取組みへの支援
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　　　　　　　　　　　　　　　　平成24年度　　揖斐川町各会計当初予算� （単位：千円）

会　　計　　名 平成24年度（A） 平成23年度（B） 比較（A）－（B） 増減率（%）
揖斐川町一般会計 14,275,000 13,755,000� 520,000 3.8

特

別

会

計

揖斐川町国民健康保険特別会計 2,624,000 2,735,000� △�111,000 △�4.1
揖斐川町国民健康保険直診勘定特別会計 111,100 132,400� △�21,300 △�16.1
揖斐川町後期高齢者医療特別会計 298,700 281,200� 17,500 6.2
揖斐川町谷汲中央診療所特別会計 72,800 71,200� 1,600 2.2
揖斐川町大和簡易水道特別会計 43,000 51,300� △�8,300 △�16.2
揖斐川町脛永簡易水道特別会計 17,100 17,200� △�100 △�0.6
揖斐川町市場簡易水道特別会計 7,600 7,700� △�100 △�1.3
揖斐川町谷汲簡易水道特別会計 84,800 90,400� △�5,600 △�6.2
揖斐川町北部簡易水道特別会計 163,200 160,800� 2,400 1.5
揖斐川町北方財産区特別会計 12,100 13,200� △�1,100 △�8.3
揖斐川町大和財産区特別会計 8,300 8,800� △�500 △�5.7
揖斐川町谷汲財産区特別会計 13,300 18,900� △�5,600 △�29.6
揖斐川町長瀬財産区特別会計 1,100 1,400� △�300 △�21.4
揖斐川町横蔵財産区特別会計 6,600 7,500� △�900 △�12.0
揖斐川町農業集落排水事業特別会計 1,216,900 683,400� 533,500 78.1
揖斐川町公共下水道事業特別会計 154,100 75,500� 78,600 104.1
揖斐川町杉原地域土地取得等特別会計 19,500 19,500� 0 0.0
揖斐川町個別排水事業特別会計 146,100 165,000� △�18,900 △�11.5
揖斐川町徳山ダム上流域公有地化特別会計 517,700 514,000� 3,700 0.7
揖斐川町地域情報特別会計 253,200 267,000� △�13,800 △�5.2

特別会計　合計 5,771,200 5,321,400� 449,800 8.5
揖斐川町上水道事業会計 284,809 357,431 △�72,622 △�20.3
　　　総　　合　　計 20,331,009 19,433,831 897,178 4.6

【歳入】 （単位：千円）
区　　　分 平成24年度当初

町税 2,957,917
地方譲与税等 469,100
地方交付税 5,600,000
分担金及び負担金 146,177
使用料及び手数料 159,242
国庫支出金 808,974
県支出金 726,520
財産収入 34,161
寄付金 3,235
繰入金 756,705
繰越金 300,000
諸収入 278,169
町債 2,034,800

合　　　　計 14,275,000

【目的別歳出】 （単位：千円）
区　　　分 平成24年度当初

議会費 131,160
総務費 2,370,738
民生費 3,101,401
衛生費 1,326,284
農林水産業費 1,366,501
商工費 390,445
土木費 1,306,580
消防費 702,307
教育費 1,752,189
災害復旧費 50
公債費 1,795,355
諸支出金 11,990
予備費 20,000

合　　　　計 14,275,000

平成24年度　揖斐川町一般会計当初予算

【予算総額　１４，２７５百万円】

【歳入構成】歳入１４，２７５百万円

【歳出目的別構成】歳出１４，２７５百万円

※�表・グラフ中の割合については、小数第２位で四捨五入していますので、合計が合わない場合があります。

総務費 16.6%

町税 20.7％

地方譲与税等 3.3%

地方交付税 39.2%分担金及び負担金 1.0%
使用料及び手数料 1.1%
国庫支出金 5.7%
県支出金 5.1%

財産収入 0.2%
寄付金 0.0%

繰入金 5.3%
繰越金 2.1%

諸収入 2.0%

議会費 0.9%

商工費 2.7%

土木費 9.2%

消防費 4.9%

教育費 12.3%

公債費 12.6%

予備費 0.1%

災害復旧費 0.0%

諸支出金 0.1%

民生費 21.7%

衛生費 9.3%
農林水産業費 9.6%

町債 14.3%


